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値毎からすれば現段階で吐これでいゝのだと考えてレ、ふ．

在ぜなら∵建常の急敢な変童は鹿家の鳩性をともなう〝

という信念告もつからである．

変■．軋県の安城譜便じめ．眉東・俳画・摘巳不の各地で稲

作の生産が娘趨栽培の方式によって成功を葺さめている

誓し・．」が参る．しかしあれらはそれらの農村（農家）をと

りでく社会経済的を環境・条件が成功のための大きい要

素として関与してレしろことを見落してはレ、けないのであ

る．私比端的に言って東北作∴おりハて怯末だ稲作農家をし

て与一長田に上る大規模生産方式に追いやるまでに社会経済

的な条件が成就してからないと看破するのである・しか

し，個別農家の家族労働によって狭い圃場を対象とした

等湖を稲つくりの竜運営が東北に葺ける稲つくりの方式と

して将来泣く存続すると壮思っていたい．他産業の発展

・櫻臍の伸長にともなって農業労働者も少なくなるとす

るならば，とく近い時期には否応なしに大規模生産方式

の稲作経営が必然性宅もってくるであろう・この場合の

問題点として今自ずでの総合実．・票農機運営の沌鰻を通し

て若干指摘してみたい・

1．度家集団による大規模生産方式の実施粟当っては

第－に個別喪家の経営内容を単純化することが必要であ

る．

2．大型化する機械化作業の効率を高めるために土地

基盤の整備を行うことは巌も望ましいことで吐あるが，

これには多大の投資を必要とすることであるから言うべ

くして仲々簡単に吐実行できめものでろる・したがって

まず，農家相互間の話合い川こよって稲作の作業規模を拡

大することである．たとえば周一水系内にある水用は耕

作者がちがつていても同様の生産手没がとれるようにし

閤場集団ととに同一一の作業を一時に行えるようにする・

3．稲作栽培管理技術は高い技術水準へ規格化し，ま

た単純化することである．亀岡栽培の出発点は個別農家

単位の技術をより高い水車で虔家集揃単位の共通技術と

して規格化することである．かゝる技術は伺一一水系内で

簑崩区分した広域で統一的に採用するようにする・しか

し，このように規格・続一一一化することによって個々の農

一束の所得J雨′⊂はブラス代∴なる農家もでるし，またマイナ

スにでる農家もてるのでこゝ把も間越がある・

4．技術を専門化し技術（つ路盤を痛め作業の能率をあ

げるようにする．つまり個別の技術を乗場の技術へ規格

化し単純化すれば．その策周に属する農家法技術全£壬に

那熟する必要がなくなり，仲・・岩で走もすぐれた人が夫々

の，技術を分化視当することK：よって技術の指定を高め

作業ノ）能ヰミをあけることかできるというのであるか，この

間題は共同あるいは協業紹常の場合にもブラスにそる事

項としてよく挙げられるけれども実際に疲そう簡単にい

かない．今日のすべての稲作良家は，自分の水田の性格

は自分が一恵よく判っているという自党をみんなもって

いる．換地栽培が自己の水田の生産物が個人に川底する

というたてまえをとっている限り集適的忙統一された栽

培管理では所有者は満足しなくなる．これについては次

項で述べる集団の組織化の権威如何にもよるが．必ず農

家は手直し作業を実施するであろう・神涯をつかった二

束の手間をかけるのである，これが案外条規栽培運営の

ガンと在る．芸しこの問題が問題に在らぬようになるに

は薩端を労力不足か，東業的な稲作農家となりうる社会

謹帝的な条件の窮境成立が必要となる．

5．農業集団の組数化一集団栽培では集団区分，品種

の統一一，共同苗代．施肥．防除，用水管理など主賓作業

の部分的な共同作業から．ひいては全蘭的作某へすゝか

ことを考えねほならなし1が，しかし共同作業の分野が拡

大すればするほど個別農家は自己の持田に勝手な手入れ

をするようになる．したがって話合いできめた〝虜定〝

を破らぬようにするためにはこれを遵守させるようにす

る組織体をつくられば在らぬ・この運営の中心となる農

家は稲作に積極的でかつ深い技術権威をもち，組織力も

統卒刀もある専業農家の世帯主がのぞぜしいが－かかる

人材按容易に得られない．

6．威俊に大規模生産方式の中核をなす大型適城によ

る稲作の技術体系が未確立であること校閲題点といえば

何エりも大きい．しかも決定的を問題であるといわねば

ならを／ハ．

畑作における農家集団による大規模生産方式の問題点

一西郷村のトラクター利用について－

泉　　七　　郎

（福島県畏就）
1　ま　え　か　き

日本良美はトラクター利用の腔史が浅く．その技術〔．〕

擢営的基盤の整備が遅れてレトる．

しかし近在労力不足に和郎をかけられ，芸文技術の方

向も収盛増大技術から，省力技術へと転換するようにな

り，又収量増大技術と省力技術が，・休と怒って生産性

を高める踪合技術として療討さす‾Lつつある．

トラクターの利用も小型の歩行式から．大・中型の乗

用式へと，大きな転換をなしつつ為り，義美構造改善多

芸での基幹的役割を果そうとしている．細道改善字義で

の機械化の目標は，トラクターを甲心とした機械化一貫

作業であるが，このためには，尚技面的・紹営的にいく

つかの取残された問題がある．

こゝにとり上げたトラクター利用吐，福島泉西白河郡
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幽郷村の例である．

農家がトラクターを下り用する場合，二つに大別して考

えられる．

1．個別農家群が，個別営農のまゝ共同利用する場合

2・個別豪家辞が，単一経営体となって共伺利用する

場合
2　トラクター利用の婆

1．個別塁家群が個別営農のまゝ共用利用する場合

q）利用の組鮎と運営

この組合は，トラクター利用を主目的とした任意組合

で，正式組合員奴は54名であるが，利用の対象は，この

54名に限定しないで，余裕があれば同じ料金で員外の1†

耕も行う．

組織自体は．組合Jil名，地域委員10名，書記兼機械

管理者1名であるが・トラクター利用組合員は∴それ自

体開拓農筋組合員であり－名目は分れているが∴実質的

には同一であり，その運営は書記であり・機械管理者の

才畳に負うところが大きい・

利用は，10人の地域委員が関内組合員の鑓尚利用を叔

匝）作物条件

a）作物構成

まとめ．そrLを基嘘として時親別，作業別，トラクター

運行封由を樹てる．然し実際には当初申込みをしないで

作業の時期になって急に中込か場合もあり，この場合に

は当初申込みをしたものを優先する．

箪川通じて．虚も忙しい時期は，3月．4月．5月の

馬鈴薯・陸稲・玉筍黍の群起．砕土作業と，7月，8月

の牧草刈取り．牧草．飼料の作付作業時鳥である．この

ど㌧一ク時の作業の個人別順序は，組合に要せられるが，

翠′実上磯摘閂理者が，前後作物の沌朝，作鋸の巾．作業

の内容等判断し．作業を進める．

（a　機械及び施設

トラクター　　35？．8．　1台

作　業　機　　ポットムブラウ【16〝xIR）

ディスクブラウ【26〝×20Rl

ディスクハロー（24X2I（）

モ　ワ　ー　　　　71県

箱
　
詰
二
葦
　
基

β）妻井地粂件

50－80の緩傾斜か，台地を形成し，耕地の農家への配

分も，まとめて行われている．上張は，火山灰性軽億＿上

である．

作物 作　　 物　　 別　　 構　　 成　　 割　　 合

耕 地 面 積

農家 2 0　　　　　　　　 4 0　　　　　　　 6 0　　　　　　　 8 0　　 し％ ）

1 青　 刈　 C o r n 牧　　　　　　　　 草 か ぶ
育　 刈

え ん ぱ く
3 7 0 a

2 百　　　　 刈　 C o r n 牧　　　　　　　　 草二 8 0 0

3 脊　　　 刈　 C o rn 家畜 か ぶ 歓　　　　　　　 1 青 刈 らいわ ざ そノ）他 23 0

4 牧　　　　　　　　　　 壁 育　　 刈　 C o r n 家 畜 か ぷ そ力 他 2 7 0

5 牧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 劇 青 刈 C （汀n
馬 鈴 鱒

＝そ ノ）他
16 ■

6 C o r n　　 （実収 ） 大　　　 切 陸 稲 え ん麦
馬
鈴
城

青 刈 C o rn 牧 そ ノ）他 16 5

7 膏　　　 刈　 C or n 馬 鈴 薯 陸 稲 か　 ふ C o rn 牧　　　　　 草 そノ）他

l

2 0 0

注　福島農試機械化営農における先進的機械利用技術に関する調査研究（1963．3）による

作物構成及び，作付様式は，a b表のとおりで，酪鼻

音主体とした経営のため，作物の構成も，作付様式も単

純で，夏作は青刈玉萄黍を主体とし，後作に家畜かぶを

とり入れるか，冬作に育刈らhかざを入れる短期輪作方

式を採用している．

β）トラクターの隼瀾利用

トラクターの年由利用をその実績からみると，桝超作

業では，芯年に81・89haβ6生に72・64ha，37年に臥彪

haということになり，次いで砕土作東では，35正には

70．85ha，36年に74．62haとなり．87年には　62・99

haとなってレトム．

又草刈作東では，35年把捉僅か，7・17haだったも

のが，56年に13・34h8．と増え，37年には史に29．64

haとなってレ、る．

耕起作某で茫々減少してレトものは，封年に導入し．あ

勾三までは，近隣開拓組合にも末だトラクター一　つが入らな

かったため，行扇範囲が広く，西郷開拓，台上開拓組合

にも出向いて作業を行い．耕堪・砕上作義に専念する

傾向さえ見らrLプこが．台上調布には．絹芽ロ35箪秋，県口

河機械化七二／クー台上駐在駐在所が開設され，叉西瑠開

拓組合自体でも，トラクターを導入してから任．殆んど

報徳開拓組合のみ智対象とするに至り，総体の行成が減
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少すそ糸．一捕りてなっている・然し草刈作業では種々ふ二日ノ

紀休の血損で旺やや減少しノトら．作業内界で変化を示し

てしヽも．

b）基礎作付様．乾

烏刈。。，n一一掴かぶ一一百刈C。rn一考刈え
んぱく

吾川COm・一・人と一再刈えんぱく

＼吾利大豆

牧草－4年目更新一再刈eorn

育刈COrn－大賀一考刈えんぱく

牧草一膏刈COrn一大麦

＼家畜かぷ

8

牧草 一 斉刈 CO r n 一 大麦

＼家畜かぶ

陸稲 一課 地 一 斉刈 C O rn 一家畜かぷ

4

馬鶏舎 一 再刈 らいむ ぎ ー 酉刈 C O r n

宵刈 C O rn 一一酉刈大麦 一 再刈大豆

牧草 一 4 年 目更 新 一 再刈 C O rn

次にトラクタ一一の月別実績をみると腐1朗のように・

3．4．5月の8ケ月が鐘も忙しい晴朗で・この時期は・

主として馬鈴者・陸稲・玉凋黍・草刈玉萄黍といった作

物の蔵相華絹ということである・次に8月・9月・1用

に，2回日のど一クが為る・馬銘老・草刈玉萄黍等作物

の収穫後の作笑と，牧丘の変乱麦軌をたれの播種準

備作業が続くからである・

第1表　日刊トラクター利用状況

第7－ぢ・

／7　3　4　5　5　7　g　タ／ク〝／2

第1回

16）作業体系

第21司の作業体系からもわかるように，兼用型トラク

ター姥，各作業系列の印で，所感，砕土作業に集中し・

他の大部分の盈作業技歩行型トラクター一・又は一別畜力

に依存し，天・小トラクタ一一が組合はされて・作業体系

が構成されている・

この耕乱砕土作菜の各禁家別のトラクター依存直接・

農家により若干異るが－少いもので6咽・多いものはそ

の全部11月　帝ということ柁∴なっている・

次いでこの利用を作目別にみると・草刈玉萄黍を対象

とした面領は．最も多いが－トラクター依存匿は，泌感

であり，牧草更新ではその絶対量は少いが・トラクター

依存眉沌土用0車であり．牧草更新作業と－トラクタ‾の

関係吐深い．

耕　　　　　　　 超 砕　　　　　　　 土 草　　 刈

3 5 年　 3 6 年　 3 7 年
3 5 年　 3 6 年

1 1 4 8

4 2 1

3 7 年 8 8 年 3 5 年 3 7 年

1

2

1 ，3 4 8 8 0 9 2 1 2 3 8 7

一 ▲二 1

3 1 ，4 0 5　　　　 9 4 2

4 1 ，1 2 5　　　 1 ，4 2 8 1 ，3 4 4 1 ，6 6 6 2 ，0 3 3 1 ，4 6 2 二 竜　 5 4 3　 94 7

5 1 ，1 18　　　 1 ，2 8 6 1 ．2 3 1 1 ，2 0 8 1 ，5 8 2 1 ，6 7 1

6 4 6 0　　　　　 6 7 0 1 0 9 4 8 3 7 1 4 1 0 1 7 5 6 14

7 4 8 6　　　　　 7 7 5 15 1 2 6 3 5 5 2 4 5 4 2 6　　　　　　 0 1 1 1

8 ；：… 1 ；：≡ 9 5 3 6 7 0 8 8 9 6 7 9 J O　　　　 2 2 0 8 1 （〉

9 8 2 2 1 ，0 2 1 9 5 8 1 ，4 9 5 一一lb （ト　　　 4 2 3　　　　 3 6 7

1 0 1

5 2 7 1 2 1 3

1 7 8 9 1 5 6 1 2 4 5 9

6 ，2 9 9

1 …≡ ；… 仁 0 5

1 1 9 3　　　　 1 5 2 （1 5 2 ） －－．・
1 0

7 ，4 6 2

1 2

計

5 2 9　 2 5 4

1 8 ，1 8 9 至 7 ・2 6 4

（2 5 4 〉

6 ．5 4 2
巨 －0 3 5

】

L

7 1 7 1 1 ・3 3 4 2 ・9 6 0

証1福島暴説報酬ヒ営農における先進的御隕紬用種削こ蘭す硝査研究rl98曳・3）にエふ・

e r　）内数字は推辞したものである・
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第2岡　作業体系

2．個別農家群が単一経営体となって共同利用する

一場合

n）　農家及び農用地と家畜

農家戸叔：　3戸

農用地：普通畑　　10ha

lh林原野　618ha

採貴地　　9・2ha

合　計　　　25・O ha

家　畜：搾乳牛　12頭

仔　牛　　10頭

合　言†　　　22頑

だ）所有農機具

ト　ラク　ター

ト　レーラー

ブラウ（1伊Xl R】

ディ　スクノ、ロー

培　土　坂

■電　動　機

カ　ツ　タ　－

ミ　ノレ　カ　ー

背負式動力刈取積
算4表　主要作物作業体弟

田）トラクターの利用

第2左によりトラクター〝）年l抑隠稼動をみると，総計で

963時間となり，この岬から整鰯時間を差引いた盛りの

734時瑞が有効昭頓である．

弟2表トラクタ1－の総稼動時間（昭　87年）

稼 動 項 目 稼 動 時 間 稼 動 割 合 備　　　 考

整 備 時 間 2 2 9，0 0 ′ 23 ．4　％

移 動 時 間 5 70 3 6 ′ 5 ．5

耕　　　 起 105 ●00 ′ 10 ．5

砕 土 整 地 5 20 3 0 ′ 5 ．1

運　　　 搬　　　 4 7 5°0 0 ′ 4 9 ．2

草　　　 刈 140 5 0 ′ 1．2

畦 電　 礫 土　　　 5 10 4 0 ′ 5 ．1

合　　　 計　　　 96 30－3 0 ′ 100 ．0

註 1・福島農式・機械化背理忙ふける先進的機械利用持前に

・唱する謂奄研究r M…．？）咤∴【ふ．

第3表　トラクターによる作業内容

作　 業　 名
l

作　 業　 実　 面　 積 ■　作 業 面 確 割 合

耕　　　　 起 73 0 8 ；　　 2 4 ・0 4

砕　 上　 繁　 地 73 0 2 4 ．0

畦　　　　 止 42 0 13 ．8

計

註　福島農試．機械化営農灯おける先進的機械利凧技術に

唱十ゑ調査研究rlp63．只）に上之．

史に第3長はトラクターによる作業内容であるが，作業

内等が異るので．一1兼にj廟積だけで比較することはでき

ないが，耕起，砕土整地作業面横が巌も多く．各7308

で，次いで．楼上6708，畦立420a，培土140a，草

刈3588である．

育 刈玉 覇黍

堆 肥 ・ 餅　　 麺 砕土 ・ 瞳　 立 掩　　 肥 播　　 種 覆　　 土 培　　 土 刈　　 取 運　　 漕 サ イロ　詰込

散布

4 ．下 5 ．上

整 地

5 ．上 5 ．上 5 ．上 5 ．上 5 ．上 6 ．上 9 ．上 9 ．上 9．上

人力 ． ブ ヲ　オ デスクハ 培 土 蕃 人 力， 人 力， 柴ハロー 培 土 等 人九　カマ トレー　ラー カッター

ホーク

X
0 2回掛⑳

（さ吐 ）

○

粂 脆

く

瞳 巾

2．6尺 X

⑳ ⑳ X 0 ○

レ　　 ー　　 プ

堆 肥 餅　　 超 砕 土 瞳　　 立 施 肥

9．上

憫　　 土 播　 種 覆　　 土 追　　 肥 追　　 鷲 刈　 」取

散 布

9 ．上 9 ．上

整地

9 ．上 9 ．上 9．上 9 ．上 9 ．上 1 0二下 8 ．中 4 ．下

人九 プ ヲ　オ デスク 培 土 書 人力， 人力． 人　　 力 柴ハ丁－ 人力 ，　煉 素 人 力．　躾 素 人 力，　カ†

ホーク

X ⑳ ⑳ ○ 粂 施

X

ホーク

X
X 0 X × X

肯刈 ライム ギ

堆 肥 耕　　 起 砕土 畦　　 立 地　　 肥 播　　 種 覆　 土 追　　 肥 追　　 電 刈　　 取

散 布

9 4 9 ．中
整地

9 ・下
9 ．下 0 ．下 0 ．下 9 ．下 1 01上 3 ．上 4 ．上

人力． プ ラ　オ ディスク 堵 土 器 人 力．　条 龍 人　　 力 柴ハロー 人　　 力 人　　 力 人　　 力

ホーク

X
◎ ◎ ⑳ X X ◎ X X X
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（4）作業体系

このグループでの作業は第4衣のとおり．各作物の管

理部血にまでトラクター利用が行わでLつつあるところに

特級が見出される．つまり一首利用しようと思えば∴1い

つでも対応できる体制ができて居り．この共同経営では

当面相何にして，作業機を安価に求めるかが，天きな課

題となっている．

3　　む　ナ　び

以上トラクターを中心・としてみてきたれ　　農家集団

によって．利用する場合

1の個別農家群が，個別営農のぜゝ共同利用する場合，

つまり，トラクター利用組合，叉は綴字組合，農協等の

組合員が共同で機械を導入し，利用運営する場合営農碁

盤が協業化，共同化・単一化されていないために，特定

作業，例えば桝超・整地・作業等に限定し，機械の体系

的利用には仲々発展しない．トラクターの穣励率を高め

るため，検討されてhるが，個別営農との関係で行詰る

し，各種事業で磯城装備が完成されても，その利用は必

ずしも円滑ではない．

これはぜず果虻としての普段の方向付けがないこと，集

団としてのトラクターその他機械袈絹に共同と個別の分

担関係が明確でなレ、ことがその理由である・

2の個別良家群が，単一建営体となって．共同利用す

る場合把は．トラクターが橙営の安と在り．トラクター

なしには営農が成立しない段階に至っている・

これは営農の方向付がこの場合，酪農にしぼられ，且

つ，作目の選択，作付の慮式も単純化され，機械を印小

とした作業が可絶となってレ1るからである・

3　以上のことから．トラクター利用を中心とした大

規模生産様式を遂行するためには．営農の方向付けを確

立し巨耕地，作目の兵団化，作付協定等を進め．営農規

塵に照応した一遍絨装帽を計ることが必要で，′」、グループ．

中グループ，天グループ等で夫々義則戒の能力と作業特性

に応じた負担兢塵．分捏区分を明確化し，′トグループを

対象としたものと，閣グループを対象としたもの．更に

広い範囲を対象としたものとが補完的結合鯛係を保てる

エう，地域としての機械化体系を確立することが必要で

ある．

果樹作における農家集団による大規模生産方式の問題点

1　ま　え　が　き

一津軽のりんごを中心として一

日　　向　　達　　男

（青森県りんご試）

て存在し，生産指導，販売宣伝，塙送手段の整備確保，

などの点で農家間の協力吐あるが狭義の経営的結合は全

農家集成による天成塵生産化は果樹部門に限らず農業

全般が遅滞して葺り，今後その飛躍的進展をはかるため

には幾多の難問題を抱えているが，ことに果樹部門では

その頗雄性が大きい．この上う売沌臥定性を打破し果樹生

産の集団化，大規模化を実現するためにはまずその現状

を正しく把握するとともに．果樹作の技術的経済的特質

を集用化，大規模生産化の観点から追求し，その特質に

対応した方策を樹立しなければなら覆い．

本報告ではこのような意図から東北六県に共通して主

要果樹と在っているりんごを，その典型的主径地である

宮森県津軽地帯の実態を素材として検討した．

2　果樹作におlナる案団化の段階

農家集団に工大規模生産化段階は色々を観点からの区

分が可能であるが，その一つとして良家の経営的結合の

強弱によって見ると

n）その結びつきが崩も弱い場合

の　その結びつきが甲瑞の場合

β）その結びつきが盛も強い場合　の三段曙に分けら

れるてらろう．そしてこのようを段階底分を果樹作にあ

てはめて見ると第1段倍の典型的事例としては地域的に

商品生産のための果樹園ならびに果樹栽培農家が集中し

然ない場合である．第2段階の典型的事例としてはスピ

ードスプレヤーや定置式防除庵鼓など一部の生産手段を

共同利用し，あるいはこれらを通じて防除や出荷など部

分的作業共同は行うが全生産過程記一貫した共同化はを

されていない場合である．第8段階の典型的事例として

は畠業法人などのように，全生産手段と全生産過程を共

同化している場合である．勿論この3つの段階も詳細に

区分すればさらに幾つかの」、段階に分けられる－

たとえば第2段階は卓にB Sや定置式防除施設などの

共同利用だけの段階と．それを通じた共同防除などの部

分的作業共同化の段階と．さらに共同防除を円滑にする

ため共同勇足や共通，共販を行うなど他の作業の共同化

へも波及する段階などがあり，第1段階や第2段階でも

周蔵に幾つかの小段階に区分され得るであろう．

3　果樹作における集団化の現状

東北地方の果樹作の概況を農林省の統計資料に上って

見ると第一表のと葺りである．果樹作栽培農家割合は水

稲をはじめ他の一般農作物に比し苦るしく低いが版元農

家割合．商品化率は共に100感に近く，ナダネ・軋牛

乳たどと共に典型的を商品生産的農作物となっている・

しかもこれら果樹栽培畏家は概して地域的に集中する傾


